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• 研究データ管理サービスの日本型モデル構築

• 研究データ管理サービスを担う人材の育成

• 今後の研究データ管理の在り方

日本の大学における研究データ管理の実現のために
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米国の状況
• 米国の大学図書館における研究データサービスの実態調査

• 130研究大学図書館（カーネギー分類R1）のうち96.9%で研究データ管理
サービスに関するウェブページが存在*1

• 主要なサービスの把握*1

• 研究データサービスに従事するスタッフのジョブタイトル調査*2

日本の状況
• 大学における研究データサービスは未確立
• 人材の不足

• 研究データサービスを担う専門人材
• サブジェクトライブラリアン

日本型研究データ管理サービスモデルの構築の必要性
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• 研究データ管理のための人材育成
• 図書館職員など実務者の育成
• 研究者の育成
• 学生の教育

• 日本における研究データ管理支援人材の育成
• 大学図書館員やURAを想定した教材 → 開発・提供
• 学部や大学院での体系的な育成プログラム → 未開発

• 日本現状に沿った育成プログラム
• 体系的なプログラムの開発
• 実践の場と教育・研究の場との協働

研究データ管理サービスを担う人材育成の必要性
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• 大学の研究室における研究データ管理の必要性*1と実態調査*2

• 個人で研究データを管理
• 研究データの10年保存など大学の大きな方針は存在
• 研究データ管理に関する組織的・実践的な管理体制が未確立

• 現時点で課題となっている管理方法に対する改善
今後の研究
• 持続可能な研究データ管理の在り方の検討

• 研究プロセスの変化
• 様々な種類・フォーマットの研究データ
• 研究データ生産時からの管理

今後の研究データ管理の在り方
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• 実践と研究との協働
• インターンシップ等の導入
• 人材育成プログラムの開発

• イリノイ大学から学べることは？
• イリノイ大学と協働できることは？

• 実践面での協働
• 研究面での協働

今後の課題
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